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【科目】物質工学演習 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

真壁 恭子

【授業目標・教育方針】
科学技術は常に進歩している。自ら有していない新たな技術を理解し、実践しなければならない。問題解決能力を養
う為に、分子生物学の基本的操作について英文科学論文をもとに各自課題を見つけ、解決プロセスを構築してその結
果を文書でまとめて口頭発表する。

【授業概要】
科学論文をもとに、論文中に使用されている分子生物学の技術を「Moecular Cloning A LABORATORY MANUAL vol.
1,2,3」や英文論文から選び、各自レポートとしてまとめる。まとめたものを発表・討論する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：「Moecular Cloning A LABORATORY MANUAL vol. 1,2,3 (Third edition)」  Joseph Sambrook, David W. Russell
(Cold Spring Harbor Laboratory Press) など

【成績評価方法】
［前期］レポート：40%，その他：60%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：物質工学演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ガイダンス 科学論文の提示と選択
2 科学論文読解 科学論文の概略説明
3 科学論文読解 論文に関する検索方法
4 科学論文読解 英語論文要約 レポート提出
5 科学論文読解 提示科学論文解説
6 科学論文読解 調査課題の選択と決定
7 分子生物学の基礎 分子生物学技術解説１
8 調査 研究課題の個別調査
9 調査 実験方法の調査
10 分子生物学の基礎 分子生物学技術解説 2

11 調査 実験法の調査
12 発表 レポート作成と発表１
13 発表 レポート作成と発表２ レポート提出
14 解説 問題提起と補足
15 まとめ 討論
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